
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年３月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３広第１１６号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２５年６月９日（日） １４時２５分ごろ 

発生場所 広島県呉市斎
いつき

島西岸 

斎島８９ｍ頂から真方位２９０°２８０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°０７.１′ 東経１３２°４７.２′） 

事故等調査の経過  平成２５年７月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート バクシン、４.０トン 

 ２７０－４０４７３広島、親力海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ翼に曲損、船外機のチルトシリンダーの漏油 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人２人を乗せ、斎島西岸付近に

係留するため、陸上に知人１人を上げて船首索を取った後、錨を投下

するために船尾にもう１人の知人を配置し、船長が、後進をかけて沖

出し中、船尾船底に衝撃を感じて機関を停止したが、平成２５年６月

９日１４時２５分ごろ水面下の岩に船外機が乗り揚げた。 

 船長は、交通船を要請して帰った。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 その他の事項 

 

 本船の喫水は、船首尾共約０.５ｍであり、船外機のプロペラの翼

端は海面下約０.８ｍにあった。 

 船長は、水面下の岩の存在を知っていたが、船尾に配置した知人に

水面下の岩を確認するように指示していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、斎島西岸付近で係留作業中、船尾から投錨しようとして後

進する際、船長が後方の水面下の岩を確認しなかったことから、同岩

に船外機が乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、斎島西岸付近で係留作業中、船尾から投錨しよ

うとして後進する際、船長が後方の水面下の岩を確認しなかったた

め、同岩に船外機が乗り揚げたことにより発生したものと考えられ



 

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・岩場のある海岸近くで機関を使用する場合は、推進器翼の水面下

の深さを考慮し、水深等を確認すること。 

 


